
海外における取組事例

「ICT活用のためのリテラシー向上に関する
ロードマップ」（令和５年６月策定）より抜粋
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⚫ 近年、欧米では、個人が自分たちの意思で自律的にデジタル社会と関わっていくことを目指す「デジタ
ル・シティズンシップ」の考え方に基づく取組が進められており、特に、コロナ禍でのICT利用の増大や偽・
誤情報の増加を受けて、普及が進んでいる。

• 「情報を効果的に見つけ、アクセス、利用、作成し、他のユーザーと共に、積極的、批判的、センシティブかつ倫理的な方法で

コンテンツと関わり、自分の権利を意識しながら、安全かつ責任を持ってオンラインやICT環境をナビゲートする能力」(UNESCO)

• 「デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力」「デジタル・シティズンシップは、コンテンツ作成や公開、交流、学習、
研究、ゲームなどあらゆるタイプのデジタル関連の活動を通じて表現できる。」（欧州評議会）

米国の非営利団体「コモンセンス財団」とハーバード大学大学院
「Project Zero」との提携により、幼稚園から高校生までの年代
別に、以下の６領域のデジタル・シティズンシップを学ぶための
多数の講座を無料で提供。

○米国：コモンセンス・エデュケーション○欧州: The Digital Competence Framework for Citizens

領域 各領域で育成する学び

メディアバランスと幸福
自身のデジタル生活でのメディア
利用のバランスを考える

プライバシーとセキュリティ 皆のプライバシーに気をつける

デジタル足跡とアイデンティティ 我々は誰なのか定義する

対人関係とコミュニケーション 言葉と行動の力を知る

ネットいじめ、オンラインのもめごと、
ヘイトスピーチ

親切と勇気

ニュースとメディアリテラシー 批判的思考と創造

①情報とデータに
関するリテラシー

情報のニーズを明確にし、デジタルデータ、情報、コンテンツを探し出し、
取得する。情報源とその内容の妥当性を判断する。デジタルデータ、情
報、コンテンツを保存、管理、整理する。

② コミュニケーショ
ンと協働

文化的な多様性と世代的な多様性を認識した上で、デジタル技術を
通じた交流、コミュニケーション、協働を行う。公共及び民間のデジタル
サービスや参加型のシティズンシップを通じて社会に参加する。自らのデ
ジタル・アイデンティティと評判を管理する。

③ デジタル・コン
テンツの創作

デジタル・コンテンツの創作と編集を行う。著作権と利用許諾がどう適用
されるかを理解した上で、情報やコンテンツを改善し、既存の知識体系
に統合する。コンピュータシステムに対して通用する指示の出し方を知る。

④ 安全 デジタル環境において機器、コンテンツ、パーソナルデータ、プライバシーを
保護する。身体的な健康と心理的な健康を守るとともに、社会的な幸
福と社会的包摂を目的とするデジタル技術を認識する。デジタル技術と
その利用が環境に与える影響を認識する。

⑤ 課題解決 デジタル環境におけるニーズや課題を特定し、概念的な課題や課題に
関する状況を解決する。プロセスや製品を革新するためにデジタルツール
を用いる。デジタルの進化に常に遅れないようにする。

欧州委員会による、市民のICT活用に必要な能力を示した文書。

「デジタル・シティズンシップ」に係る海外事例について

デジタル・シティズンシップの考え方を踏まえた取組事例

「デジタル・シティズンシップ」：自分たちの意思で自律的にデジタル社会と関わっていく考え方。



2欧州委員会 DigCompの枠組み（リテラシーの全体像の例）①

ICT活用のためのリテラシー向上に関する検討会（第2回）豊福構成員資料より抜粋
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ICT活用のためのリテラシー向上に関する検討会（第2回）豊福構成員資料より抜粋
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ICT活用のためのリテラシー向上に関する検討会（第3回）坂本構成員説明資料より抜粋
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ICT活用のためのリテラシー向上に関する検討会（第3回）坂本構成員説明資料より抜粋


